
予選（8Ｇ）、準決勝（6Ｇ）を
経て、3247を打って断トツの
1位の松尾星伽（49期）をはじ
め、霜出佳奈（50期）、須田久
美子（51期）、水谷若菜（50
期）、久保田彩花（48期）、坂倉

スカイＡカップ 2019プロボウリングレディース新人戦

2019プロボウリングレディース新人戦は、48期から
52期までの51名によって争われたが、今年が最後の
チャンスの川﨑由意（アイキョーボウル／サンブリッジ）
が優勝、48期では5人目のタイトルホルダーとなった。
17名が出場したアマの部は、高校2年生の幸木百合菜選
手（パピオボウル）が優勝した。（主催：(公社)日本プロボ
ウリング協会　特別協賛：㈱スカイ・エー）

川﨑由意が48期で5人目の
タイトルホルダーに

8 月 2・3 日／ボウリング王国スポルト八景店

▲「この優勝に満足することな 
　く、どんどん成績を残して
　いきたい」と川崎

「10フレ1投目は今日イチの投
球だった」と、9フレのストラ
イクをダブルへつなげて突き放
した川﨑が、216：179で快
勝し、待望の初タイトルを獲得
した。

川崎のコメント
優勝決定戦の1フレ、ビッグ

ファイブは力が入って内ミスを
したので、修正すれば大丈夫と
いう気持ちがあった。10フレ
の1投目はしっかり投げた結
果、すごくきれいに入ってくれ
た。勝負どころでちゃんと投げ
られたのがうれしかった。今大
会は、欲しいところでストライ
クを持ってくることができた。
48期はレギュラーツアーでは
タイトルを6個も取っているの

に、新人戦は優勝がなかったの
で、48期のだれかが優勝した
いねという話をしていたけど、
自分が取れて実感はないけどう
れしい。グリコセブンティーン
アイス杯で初のTV決勝は、自
分の甘さを思い知らされたけ
ど、その経験が生きた。（優勝
ボール・RADICAL　ＫＡＴＡ
ＮＡ・ＬＥＧＥＮＤ）
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▲左から優勝・川﨑、2 位・水谷、3 位・坂倉、4 位・松尾、アマの部優勝・
　幸木選手

凛（50期）、川﨑由意（48期）、
岡田友貴（51期）の8名が決勝
トーナメントに進んだ。
1回戦、松尾は279を打って

194の岡田を危なげなく退け
たが、2位進出の霜出は川﨑に

202：234、3位進出の須田
も坂倉に176：202で敗れて
姿を消した。そして水谷が久保
田を235：213で下して2回
戦（準決勝）に進んだ。

準決勝第1試合
坂倉と川﨑の対戦は、2、5

フレのスプリットで前半2つの
オープンの坂倉に対し、川﨑は
1フレから5連発で楽勝ペース
かと思われたが、後半ややもた
つく間に、坂倉の7フレから
フィフスの反撃にあい、227：
218と9ピン差の辛勝だった。

準決勝第2試合
松尾と水谷の対戦は、1回戦

でセミパーフェクトの279を
叩いた松尾が、このゲームでは
レーンへのアジャストに苦しん
で189に終わり、2つのダブ
ル、さらに9フレからターキー
で235と伸ばした水谷が優勝
決定戦進出を決めた。

優勝決定戦
1フレはともにスプリット
だったが、④⑥⑦⑨⑩を3本テ
イクの川﨑に対し、④⑤⑦をナ
イスカバーの水谷が波に乗るか
と思われたが、レーンの攻略に
苦しんだ。3フレからのダブル
で川﨑が追いつくと、水谷は6
フレ②④⑩をカバーできずオー
プン。「ボールを替える勇気が
なかった」と悔やんだ水谷を

優勝決定戦
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▲左から優勝・森元、2位・水野、3位・畠山、4位・藤村

優勝決定戦

水野耕佑

森元洋行
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ドリスタカップ 2019プロボウリング男子新人戦 8 月 24 日／ドリームスタジアム太田

JPBAにもダブルハンド時代が到来？

両手投げの森元洋行が優勝

◀所属センターの閉鎖もあったが、　
　それらを振り払い歓喜の瞬間

オープンしてこの8月で1周
年になるドリームスタジアム太
田（群馬県太田市）が特別協賛し
て“ドリスタカップ”の冠がつい
た『2019プロボウリング男子
新人戦』が、56期から58期の
男子プロ41名によって争われ
たが、森元洋行（56期・Ｊボウ
ル）が優勝、両手投げとしては
ＪＰＢＡ史上初のタイトルホル
ダーとなった。（主催：(公社)
日本プロボウリング協会）

フレ②⑧⑩のスプリット、6フ
レは①②④⑩をカバーならず連
続オープンフレームとつまずい
たのに対し、森元は5フレから
渾身のターキーで一気に突き放
す。7フレからボールを替えて
9フレからのオールウェーにつ
なげた水野だが、反撃も及ばず
森元が216：193で制して優
勝を飾った。56期ではタイト
ル獲得一番乗り、またＪＰＢＡ
の両手投げボウラーとしても最
初のタイトルホルダーとなっ
た。

森元のコメント
勤めていた博多スターレーン

が3月末で閉鎖になって、7月

からJボウルに移ったけど、練
習不足で不安が大きかった。だ
から優勝できるなんて、夢にも
思っていなかった。優勝決定戦
は、同期対決というよりも、今
年が新人戦は最後なので、なん
としても勝ちたいという気持ち
が強かった。ただ準決勝から自
分のボウリングができていな
かったし、4球の練習ボールで
もイメージがつかめなかった。
5フレからのターキーで勝てた
かなと思った。このあとのスケ
ジュールは決まっていないけ
ど、しっかり練習できる環境づ
くりをしたい。（優勝ボール：
コロンビア ザ・ビースト）

予選8Ｇの上位24名が決勝
トーナメントに進出。決勝トー
ナメントは3回戦までは2Ｇ
マッチ、4回戦（準決勝）と優勝
決定戦は1Ｇマッチで行われ
た。上位8名は1回戦シードと
なるが、1位通過の会場セン
ター所属の佐藤貴啓（57期）が、
初戦の2回戦で敗れるなど、波
乱の展開のなか、ベスト4まで
勝ち残ったのは、水野成祐（24
期）の息子・耕佑（56期）と藤村
重定（4期）の息子・隆史（57
期）の2世プロと、ともに両手

投げの森元洋行（56期）と畠山
正寛（58期）という顔ぶれ。
準決勝、森元と藤村の対戦

は、7フレからのダブルなどで
リードする森元が、9、10フレ
を連続オープンでヒヤリとした
が、最後までレーンの攻略に苦
しんだ藤村を177：166で退
け、優勝決定戦に進んだ。
準決勝のもう1試合、畠山と
水野の対戦は、5フレからの
ターキーでリードを奪った水野
が、9フレの②④⑤⑧をカバー
できず、勝負は10フレへ。ス
トライク、スペアで201の水
野に対し、9本スペアの畠山は
最後の投球がストライクなら、
同ピンのプレーオフだったが
「完璧な投球だった」その1投は
⑧ピンタップで、1ピン差で涙
をのんだ。
水野と森元の56期生対決と

なった優勝決定戦は、水野が5
◀「
ボ
ー
ル
を
替
え
る
の
が
２
フ
レ
ー
ム

　
遅
れ
た
」と
水
野

2019年9月10日発行〔２〕 The Bowling JournalThe Bowling Journal


